
令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■協働パートナー部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

ギャンブル依存症に苦しみ、悩んでいる家族が連帯して、ギャンブル依存症に関する問題の解決を図ると共に、関
係機関と連携して依存症者の社会復帰を図る。また、ギャンブル依存症に関する情報を広く社会に発信すると共に
依存症の予防を図ることを目的とする。

【主な活動内容】

・ギャンブル依存症者を持つ家族対象の学習及びミィーティング（月1回）
・ギャンブル依存症者を持つ家族対象の相談会（年2回）
・依存症等専門家を招いての講演会・勉強会・ワークショップ（年2回）
・久留米大学学園祭にて学生対象の依存症予防教育セミナー（年1回）
・競輪競馬競艇場・遊技場・高校・専門学校・大学等へのチラシ配布（随時）

【事業目的】

認知症ご本人・家族・心配な方々への進行防止・早期発見・予防で気軽に集う居場所づくりを実施し、認知症の方
が限りなく少なく、医療費・介護費が限りなく少ないまちづくり久留米に寄与する。

【主な活動内容】

・認知症予防ほっとカフェ（毎日10時～15時）
　午前：認知症進行防止・予防を目指す各種プログラム実施
　午後：笑顔で楽しい生きがい・やりがいづくり
・家族相談会＋介護者の集い＋セミナー研修（月に各回1回）

【事業目的】

久留米市では、認知症約1万2千人超と予備軍1万人超あまりをかかえている。この現状を悪化させないために音楽
を取り入れた認知症予防の場を広げて行くことを目指す。この事業を行うことにより、市内の高齢者の認知症予防
と健康増進、ひいては医療費削減に繋げることを目的とする。

【主な活動内容】

・健康歌声フレンズ（毎月最終土曜日）
・フォローアップ講座（火・金曜日）
・出前・健康音楽教室（随時）

【事業目的】

学校の先生や保護者間、地域全体で正しく理解してもらうことにより自己肯定感の低下を防ぎ不登校を少しでもな
くす。そして、話の通じる人と話せる機会をつくる取り組みをすることでお母さんたちが孤独な子育てにならない
ようにサポートしていきたいと思っています。

【主な活動内容】

・発達支援サポーター養成講座収録（6～1月の第1日曜日配信）
・Ｚｏｏｍでのおしゃべり会（毎月第2火曜日）
以下、補助対象外
・ハッピーママくらぶの発行

全国ギャンブル依存症家族の会福岡 ギャンブル依存症予防・啓発事業

♪メモリー・ケア♪
認知症予防のための音楽による健康づ
くり活動

特定非営利活動法人ハッピーママくら
ぶ

発達障害の理解促進とその当事者や家
族の交流事業

一般社団法人久留米健康くらぶ
認知症の進行防止・早期発見・予防で
気軽に集う認知症予防カフェ

4月

4月

4月

4月



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■協働パートナー部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

自閉症スペクトラム症児・者が生きやすい久留米を目指し、「支援の広がり」と「実践力の向上」を目指した研修
会を実施する。また、障害や発達面での支援が必要な子どもに関する包括的な支援を幼保小の区別なく一貫して行
う体制の検討・整備を図る。

【主な活動内容】

・月１回：ついんくる講座　集客者各４０人
自閉症スペクトラム症児・者が生きやすくなるための支援の研修会。
・「視覚支援」の啓発
店舗や病院が、当事者と接する際に使用できる視覚的な支援ツールの型を作成し、共有する。

【事業目的】

地域内に存する竹薮跡地の荒廃地化防止と広場づくりによる地域活性化を目的とする。合楽の指出神社横にある大
きなクスノキの下に地域の憩いのオアシスを作り、植物の香りが高気圧の風のように広がっていく、草木花の不思
議な力が背中を後押ししてくれる、そのような香りの広場を地域で守り育てていく。

【主な活動内容】

・7月～3月：キッズ縁台、魔女のほうき、誘導標・看板類、パンフレット等、植栽、ワークショップ、除草、施
肥等維持管理
・秋：ワークショップ実施（蒸留体験、寄せ植え、ドライフラワー、押し花づくり、苗づくり
・冬：来年度に向けた企画会議

【事業目的】

多胎児の妊娠・出産・育児に伴う、身体的、精神的な負担や経済的な問題、社会からの孤立を解決するため、久留
米版ネウボラ（妊娠期から切れ目のない支援）を行政の保健師と多胎育児経験者が共に行うことで、虐待の防止、
産後うつの予防・早期発見を目指す。また、ピアサポーター（多胎育児の経験者で研修を受けた者）を増やし、循
環型多胎支援システムの起動、地域に多胎育児理解者を増やすことで安心した育児に取り組める環境づくりを目指
すもの。

【主な活動内容】

・定例会（月1回程度）
・オンラインお喋り会（月１回程度）
・多胎育児相談会【LINE、Zoom、対面】（随時）
・ツインズフェスティバル（7月28日）
・ミニフリーマーケット交流会（9月）
・ファミリー交流会（10月、3月）
・クリスマス会（12月8日・19日）
・多胎育児フォーラム　会場参加・オンライン（3月上旬）

【事業目的】

外出が減り、引きこもりがちになっている高齢者が、外出するきっかけになるような居場所づくり。認知症予防や
身体機能の維持などの介護予防活動を行い、また、人との繋がりを持つことで、さらに活動への意欲も生まれる。
サロンの活動内容でも参加者が講師になるなどお互いに役割を持つ機会があることで、日々の意欲や生きがいに繋
げる。この取り組みで地域とのコミュニティを広げ、高齢者や障がい者を見守っていき、参加者自身の心身の健康
維持、向上を目指す。

【主な活動内容】

・ほとめき各種イベント（集客数 月110人）
　認知症予防活動（絵画、工作、歌、楽器演奏など）、身体機能維持活動（体操、脳トレなど）
・地域の誰もが立ち寄れる交流の場（集客数 月80人）

7月 ツインズクラブ
循環型子育て支援システムによる
多胎家庭支援パートⅢ

8月 ほとめき実行委員会 ほとめきサロン

7月 gocochi-Next 発達障害理解促進事業

7月
(大橋町指出区自治会２班)合楽“香気圧
広場”づくりの会

合楽“香気圧”広場づくり（観光農
園）
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■協働パートナー部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

城島地域の観光資源や特性を活かし、日頃からの誘客に繋げ、街なかの活性化を図ることを目的として、地元ボラ
ンティアを育成し、受入体制の確立に繋げる。また、地域の花として酔芙蓉（すいふよう）を育て、酒蔵及び地域
の名所に植栽する。

【主な活動内容】

・酔芙蓉育成・植栽・PR展示（随時）　集客者50人
・ボランティアガイド養成講座（随時）　集客者40人
・酒蔵びらきでのPR展示・ガイド（2月）

【事業目的】

4人に1人は産前・産後うつになるという社会課題を解決する目的として、産後うつ経験者の方と当事者の方との
座談会を開催し、少しでも外に出てくるキッカケやつながりを作る。また、「産後うつ」を広く知ってもらう機会
を作り、当事者の周りにいる方たちの支え合いの仕組みを作る。

【主な活動内容】

・当事者と経験者による座談会（隔月開催・集客数各回5人）
・愛着形成について学ぶアタッチメント講座　集客数10人
・就労支援についてのリーフレット作成

【事業目的】

超高齢化社会では、課題を抱える市民だけが「当事者」ではなく、市民の誰しもが将来的には介護や育児における
孤立、生活困窮、身寄りの問題、認知症など、当事者となる恐れがある。
こうした現状で、営利事業者の中に「本業+α」として、経済性と社会性を両立しつつ、市民の社会孤立の是正な
ど公益性が高いと想定される取り組みを既に実施している事業者が増加している。
本事業では、「本業+α」に取り組む事業者の掘り起こし、ネットワーキング、質の向上等に資する活動によっ
て、子どもや子育て中の親の孤立防止や居場所づくりの充実に寄与することを目的とする。

【主な活動内容】

・事業者の掘り起こし（+20店舗）、ネットワーキング
・子育て世代やその世代に関わる教育・行政関係者向けのパンフレットの制作
・本業+αに取り組む事業者と行政機関等のコラボイベント・研修会の実施

【事業目的】

就労系福祉サービス事業所と利用者の自立をテーマに、障害者就労系事業所を掲載したポータルサイトを立ち上
げ、障害当事者や難病当事者とともに一般企業等への講話を実施。そのなかで、就労系事業所と地域や一般企業と
の接点を設けることで障害者就労に関する理解の促進を目指す。また、障害のある中高生ならびにその保護者へ向
けての進路情報の発信の場として活用する。

【主な活動内容】

・ポータルサイトを立ち上げ、就労系事業所について広く一般に知ってもらう機会を作る。
・特別支援学校での講話、チラシ配布等の啓発活動
・障害のある当事者とともに企業への講話を行い、障害者雇用の促進や優先調達推進の拡大

9月 本業+αプロジェクト
本業+αプロジェクトを通じた地域全体
で見守り育てる体制構築事業

9月 一般社団法人アカルカ福祉協会
キラリ☆ポータル（キラリ☆マル
シェ）

8月 城島観光検討会
ガイド育成による観光資源を活かした
賑わいづくり事業

8月 産前・産後うつプロジェクト
産前・産後うつ「みちかけプロジェク
ト」



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■協働パートナー部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

子ども達が久留米市に対して愛着と誇りを持つことができるような真に豊かな社会の創造を目的に、子ども達の健
全な「こころ」と「からだ」を育むため、“医療の町久留米・商人の町久留米”にふさわしいイベントを企画。子
どもが医療について学ぶ「子ども医学部」や、様々な職業を体験できる「お仕事体験」イベントを開催する。久留
米シティプラザをメイン会場とし、中心商店街への来街促進も目的とする。

【主な活動内容】

・子ども医学部…子どもが医療従事者から医療現場について学び、職業としての興味や関心を育む
・お仕事体験…久留米特有のものを含め幅広い職業を体験することで職業観を醸成する

【事業目的】

久留米市においては近年、毎年のように水害の被害を受けているため、市内における床下浸水被害に対応できる専
門的技術を有する人材を養成していく。また水害被害に対する対応の仕方などについて、住民の皆さんに対して正
しい知識、スキルを持ってもらうための啓発活動を実施する。

【主な活動内容】

・（支援者向け）災害支援人材育成講座　２回　集客数60人
・（住民向け）床下浸水対応講座　２回　集客数100人（市内のコミセン）

【事業目的】

自分たちの住むまち・地域で生きがいを持ち、認め合い、支え、支えられ、役割をもつことで、社会から「孤立」
することなく、その人らしい暮らしを送ることができるきっかけの場を、感染対策を行いながら、創っていく。今
後も複雑化してくる地域課題に対応できる、地域包括ケアシステムや地域共生社会の実現に向けた「つながり」
「地域の在り方」を市民、行政、企業等と連携・協働して目指す。

【主な活動内容】

・12月～2月　ラボ会(地域暮らしフェスティバルに向けての話し合い)

【事業目的】

市民・市民団体、事業者、学校、行政等の様々な団体と連携を図りながら、久留米市の策定した『久留米市自殺対
策計画』の基本施策に基づき、その普及啓発を通じて、ゲートキーパー活動を継続的に実践する。また、ゲート
キーパーの役割を市民に広めることにより、「市民一人ひとりが住みやすいまち久留米」の実現へ寄与することを
目的とする。

【主な活動内容】

・設立10周年記念講演会（睡眠と自殺予防に関する考察）　集客数200名
・3月講演会（コロナ禍における各地のゲートキーパー活動について）　集客数150名
※いずれも、ハイブリッド形式にて実施する。

【事業目的】

ギャンブル、アルコール、薬物などの依存症になる人を減少させること
依存症で苦しんでいる本人、およびその家族の回復を手助けすること
飲酒運転撲滅

【主な活動内容】

・12月、3月　飲酒運転撲滅活動　集客数各300人
・1月　依存症市民フォーラム　　　集客数100人
・12月～3月　依存症相談会　　　 集客数20人

10月 くるめ災害支援ネット（ハッシュ＃）
水害時の復旧・復興活動における人材
育成及び住民に対する啓発事業

12月
特定非営利活動法人　久留米10万人女
子会

地域暮らし研究～地域のラボ会の
「あったらいいな」をカタチに！～

10月 Dr.ブンブン実行委員会
第９回　Dr.ブンブン　～オトナにチャ
レンジ！～

12月 久留米市民ゲートキーパー絆の会 ゲートキーパー活動の推進事業

12月
特定非営利活動法人依存症から市民を
守る会

依存症の予防啓発事業
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■協働パートナー部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

久留米市西部エリアは、筑後川の恵みに育まれた食材や酒、工芸や水辺環境、および古墳群などの資源に恵まれて
いる。既に開催されている、これらを活かしたイベント等については、多くの誘客につながっているものの、日常
的な交流人口の増加に向けた観光客等の受け入れ態勢づくりは十分とは言えない。そこで観光客等の回遊の仕組み
づくりを行うことによって、地域経済の活性化を促進するもの。

【主な活動内容】

・既設サイン全箇所点検
・補修用文字作成
・サイン文字張替え及び再塗装

12月 久留米市西部ツーリズム協議会 久留米市西部地域の観光復興



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■かなえるニーズ部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

ドローンを活用しながら、共働きの家庭の子どもの居場所づくりを通して親の働く権利と家族の生活を守ると共
に、高齢者の孤立化や認知症予防を目的とした講座を実施する。

【主な活動内容】

・子どもの居場所づくりプログラミング授業（２カ月に１回）
　小学生を対象に、プログラミングを学ぶ講座を実施し、居場所づくりを実施
・高齢者のデジタル講座（２カ月に１回）
　高齢者の孤立化防止、認知症予防を目的に、携帯やスマートフォンの使い方講座を実施

【事業目的】

高齢化社会が進行する中で、特に男性の社会福祉活動に遅れが出ていると思われる。そのため、男性の介護者に焦
点をおき、「仲間作り、健康づくり、生きがい作り」の輪を広げる活動を実施する。

【主な活動内容】

・男の介護教室・料理教室（6月、9月、2月）
　包丁の持ち方などの基本を含めた料理教室と介護に関する講座、体験講座を実施。

【事業目的】

校区に住む住民が将来も住み続けたいと思えるまちづくり、校区を離れた人たちが、将来戻ってきたいと思えるま
ちづくり、校区とは無縁な第三者が校区を知りたい、訪れたい、そして住んでみたいと思えるまちづくりを目的
に、イベントや様々な活動・情報を発信していく。

【主な活動内容】

・イチゴ収穫体験（5月）
・環境美化活動（彼岸花植栽）とBBQ
・下田舎マルシエ（10月）
・味噌づくり体験教室（2月）

【事業目的】

筑後川花火大会等をはじめとする公的イベントへの身体・精神・知的障害者等の参加をサポートし、各イベントの
主催者に障害者差別解消法の適正な運用をアドバイスしていく。また、その過程を通じてボランティアの研鑽・育
成を図るとともに、久留米市が誰でも住みやすい街になることを、目指す。

【主な活動内容】

・高良山・高良大社のバリアフリー体験
・地震体験
・防災研修参加・施設見学

【事業目的】

グリーフを抱えた方は、話す人がいなかったり、周りに理解してもらえないことにより、うつ病や認知症を発症し
たり、死を選択してしまう方も多い。
そのため、グリーフを抱えた方への傾聴や講座を通して、早期に日常生活を取り戻す支援をすることで、発症や自
殺を防ぐ。

【主な活動内容】

・グリーフケア・ペットロスケア（第2日曜日）
　グリーフを抱えた方への傾聴や講座を実施

下田校区まちおこし隊
地域の活性化を目指しマルシェや環境
美化によるまちおこし活動

筑後川花火大会をみんなで見る会
筑後川花火大会等の各種催し物の障害
者の参加促進・差別解消アドバイス事
業

筑後を守るドローン隊 筑後を守るドローン隊

プロジェクトＸ 男の介護教室（久留米教室）

4月

4月

4月

4月

久留米グリーフケアCafé～やすらぎの
部屋～

久留米グリーフケアCafé～やすらぎの
部屋～

4月



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■かなえるニーズ部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

身近な環境や身の回りの防災に関する体験型学習会の実施を通して、子ども達の地域の自然環境への興味・関心を
高め、地域防災、自然環境保全、持続可能な社会システムの構築に資する視点や考え方の醸成を行うとともに、子
ども目線での発信を通じて、地域に広く意識啓発を行うことを目的とする。

【主な活動内容】

・連続講座の実施（5月～9月）
　①身近な地域について　②水に関する学習　③生物多様に関する学習　④SDGｓに関する学習
・成果発表の絵画展（1月～2月）

【事業目的】

当事者親子が悩みを軽減し、自分達らしく前に進める一助になる事を目的として、同じ悩みを抱える親同士が不登
校ひきこもりについて「知る」「語る」「繋がる」機会を作る。

【主な活動内容】

・茶話会形式の相談・意見交換会（奇数月第３日曜日）
　講師の話を聞き、講師を交えての親同士の相談、意見交換
・勉強会（２月開催）
　不登校の現状や教育に関する勉強会

【事業目的】

母乳育児や離乳食が円滑にいかないことに悩む方が多く、産後うつの原因の一つにもなっている。子ども側に問題
がある場合もあり、早期発見し、子どもの口腔発達に応じた対策が必要であるが、気づかない両親も多いため、妊
娠中から離乳食完了期までの口腔発達と食形態、食具の選択についての知識を習得する講座を開催することで両親
の負担軽減を図る。

【主な活動内容】

・歯科衛生士の立場から考える妊娠期からの離乳食講座（６月）
・家族の食事と取り分け離乳食の調理実習画像撮影・放映（８月～１１月）
・離乳食教室指導案作成会
・オンデマンド教材妊娠期からの離乳食教室（３月）

【事業目的】

ひきこもりの人の社会的つながりをつくることを目的として、居場所づくりを行う。

【主な活動内容】

・居場所開設（週1回程度）
・ひきこもりに関する研修会（１月～２月）
以下、対象外事業
・家族会（月1回）

【事業目的】

地域の高齢者が元気で過ごすため、誰でも気軽に集える場（たのしか農園）をつくり高齢者支援活動を行う。ま
た、随時高齢者の身体機能の維持回復のため健康づくり講座や子ども達との交流事業を行う。

【主な活動内容】

・たのしか農園の手入れ（随時）
・認知症・介護予防・健康講座（年4回）
・ミニ収穫祭（年4回）
・高齢者と子どもの交流会（収穫祭・餅つき）

ダンデライオン
不登校ひきこもりを考える親の会

知る・語る・繋がる不登校ひきこもり
を考える親と子の茶話会

パパママスイッチ　プラス
多職種連携で行う妊娠期からはじめる
離乳食講座

NPO法人筑後川流域連携倶楽部
未就学児を対象にした水に関する学
習・防災教育

4月

4月

4月

虹の会 ひきこもりの人の居場所づくり事業

揚田たのしか会 揚田たのしか会高齢者支援事業

4月

6月



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■かなえるニーズ部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

地域の大切な資源である「宝の山」高良山を賑わいづくりの拠点とするため、あじさい園の手入れ、遊歩道の手入
れをしながらあじさいまつりやもみじまつりなどを実施する。

【主な活動内容】

〇あじさい園
　・草刈、植樹（４～5月）、・剪定、草刈り（7月～10月）
　・あじさいまつりの開催（6月13日）集客者500人
　・園内のベンチや手すり等の整備（2～3月）
〇もみじまつりの開催（11月22日）、集客者500人　　　　※資金調達手法検討中

【事業目的】

子どもや高齢者を中心に見守りや健康づくり、孤立化防止、子どもの成長支援など自助・互助活動を通して、会員
のスキルアップを図り、子育てしやすい、安全安心な温かい地域づくりを目指す。

【主な活動内容】

・研修講座
　（8月「子どもの貧困」・9月「コロナ禍のボランティア」・10月「水間の歴史」）　集客者延べ100人
・11月6、７日：小学生ボランティア体験　集客数624人
・毎月：ボランティーの発行（750枚）・・・登録団体への配布

【事業目的】

アルコール依存症から抜け出せないで苦しんでいる人達の為の居場所を作り、人との関わりの中で同じ悩みを分か
ち合い、断酒を継続して、社会復帰を目指すことを目的とする。

【主な活動内容】

・毎月第2・第4金曜日：断酒継続に向けてのミーティング　集客者延べ250人
・随時：関連病院内での会員及び家族とのミーティング、ポスター掲示やチラシの海部による啓発
・年1回：交通安全運動期間に西鉄久留米駅で飲酒運転撲滅のためのチラシ配布による啓発

【事業目的】

視覚障害児・者のＱＯＬ向上。当事者やその家族、支援者が共に学び合う場をつくる。また、視覚障害者が情報を
得にくい立場であることを課題認識し、昨年に引き続き防災に視点を置いた活動で、多様な機関との連携体制づく
りを推進する。また、それを広く市民に周知することで安全で住みやすい環境作りを目指す。

【主な活動内容】

・視覚障害者のための防災対策学習会（7月・11月）
・啓発冊子「私らしく生きる～視覚障害がある人たちの生活レポート集」の増刷と2冊目の作成
・社会参加のための視覚支援機器に関する学習会（2月）
・ゲストティーチャー派遣（視覚障害に関する理解啓発活動）市内小中学校10校程度予定
・視覚障害児・者への直接（個別）支援

高良山の森と環境を守る会 地域でつくる高良山賑わい事業

三潴町総合ボランティアセンター
やさしさと思いやりで、安心・安全で
元気な地域づくり事業

6月

6月

久留米断酒友の会 久留米断酒友の会

心眼ハート♡あいず
誰もが暮らしやすい社会を目指して～
見えない・見えにくい大人や子どもと
の学習会や交流会～

6月

6月



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■かなえるニーズ部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

福祉や介護、子育て、地域づくりなど市民主体の支え合い活動や課題解決の取り組みの推進が求められています
が、いずれの分野でも事業・活動を担う人材不足が深まっている。こうした状況改善の一助として、いきがいづく
りや支え合い活動などに興味のある市民に呼びかけ、地域の支え合い活動を応援する事業を実施する。

【主な活動内容】

・「地域活動を学ぶ」連続講座（6～7月に3回）・・・先進地事例など
　「居場所の作り方」に焦点を当てた学習会を実施（7月～2月に3回）・・・具合的な取組事例
・「地域活動の力をつける」学習会（9月～3月に2回）・・・組織力向上

【事業目的】

高齢者や障害のある人などが家に引きこもって孤立しないよう、ボランティアが街中への外出や買い物を介添え
し、気軽に外出できるようサポートする。これを推進することで、高齢者や障害者にやさしいまちにすることを目
指す。

【主な活動内容】

・買い物等のサポート(毎週月・水・金)　集客者延べ150名
・お食事会(年内２回実施)　集客者延べ16人

【事業目的】

地域で生ごみリサイクルに取り組む住民を中心にコミュニティセンター隣接の休耕田の有効活用と高齢者を含む多
世代の住民交流促進を目的として、コミュニティの活性化を図る。

【主な活動内容】

・6月　じゃがいも掘り、にんにくの収穫　　集客数各70人
・8月　ひまわりの花見　集客数100人
・9月　生ごみリサイクル動画撮影　集客数20人
・10月　講演会（食育について）　集客数60人
・11月　さつまいも掘り　集客数70人

【事業目的】

コロナ渦でリモートワークの増加や外出自粛により自宅で子供と過ごす時間が増えている。しかし、周りに仕事と
子育ての両立や子供とのかかわりを相談する相手がおらず、一人で悩みを抱え込んでしまう保護者も多い。そのた
め、保護者向けに身近にある物や道具を使って子どもたちと取り組める遊びや学びを活用したワークショップを通
じて、子どもとの向き合い方等を学ぶ。また、参加者同士の交流の場をつくり、参加者同士のつながりを促すこと
で、保護者の孤立を防ぐとともに、専門家を交えた意見交換により、参加者が子育てや教育について考えを深めて
いく。そのツールの一つとして、STEAM（※）を活用するもの。

※STEAMとは、科学・技術・工学・芸術・数学の５つの領域を対象とした理数系教育に創造性教育を加えた教育理
念で、「知る」と「創る」のサイクルを生み出す分野横断的な学びのこと。

【主な活動内容】

①おうちSTEAMワークショップ・・・子どもの年齢別に参加者を募集し、身近なもので手軽に取り組める遊びや学
びを実践するためのもの。単発で数回開催。
②おうちSTEAM3ヶ月プログラム・・・ワークシートを活用しながら、子どもと向き合う時間を確保し、身近なも
ので取り組める遊びを実践する。参加者同士のつながりづくりも取り組む。
③おうちSTEAMカタログ・・・①②で実践した事例を掲載したカタログを作成し、子育て世帯へ配布する。

地域活動応援塾・くるめ
市民の地域活動への新たな参加・応援
事業

特定非営利活動法人高齢者快適生活つ
くり研究会

タウンモビリティ

6月

6月

安武百祥会
生ごみリサイクルで地域の元気づくり
事業

STEAM KIDS JAPAN おうちSTEAMプロジェクト

7月

7月



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■かなえるニーズ部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

高齢者が人と人との「つながり」を大切にするための活動を行う。新型コロナウイルスの影響で人との「つなが
り」が希薄化されるのが懸念されるため、新しい生活様式の中で、心の距離を近づける工夫をする。長寿社会の中
で、高齢者が地域で仲間と安心して活動するためのきっかけ作りの「場」を提供する。

【主な活動内容】

・iPadを活用した脳トレ初心者入門教室(8月、11月、2月 月4回)　集客数のべ144人
・iPadを活用した脳トレ学習会(8月～3月 月3回)　集客数のべ432人
・iPadを活用した脳トレ初心者入門教室in青峰コミセン(8月～3月 月2回)　集客数のべ96人
・認知症予防ほっとカフェ　全16回　集客数のべ240人
・ZOOM教室（8～12月　月2回）　集客数のべ70人

【事業目的】

外出が減り、引きこもりがちになっている高齢者が、外出するきっかけになるような居場所づくり。認知症予防や
身体機能の維持などの介護予防活動を行い、また、人との繋がりを持つことで、さらに活動への意欲も生まれる。
サロンの活動内容でも参加者が講師になるなどお互いに役割を持つ機会があることで、日々の意欲や生きがいに繋
げる。この取り組みで地域とのコミュニティを広げ、高齢者や障がい者を見守っていき、参加者自身の心身の健康
維持、向上を目指す。

【主な活動内容】

・ほとめき各種イベント（集客数 月110人）
　認知症予防活動（絵画、工作、歌、楽器演奏など）、身体機能維持活動（体操、脳トレなど）
・地域の誰もが立ち寄れる交流の場（集客数 月80人）

【事業目的】

城島地域の観光資源や特性を活かし、日頃からの誘客に繋げ、街なかの活性化を図ることを目的として、地元ボラ
ンティアを育成し、受入体制の確立に繋げる。また、地域の花として酔芙蓉（すいふよう）を育て、酒蔵及び地域
の名所に植栽する。

【主な活動内容】

・酔芙蓉育成・植栽・PR展示（随時）　集客者50人
・ボランティアガイド養成講座（随時）　集客者40人
・酒蔵びらきでのPR展示・ガイド（2月）

【事業目的】

4人に1人は産前・産後うつになるという社会課題を解決する目的として、産後うつ経験者の方と当事者の方との
座談会を開催し、少しでも外に出てくるキッカケやつながりを作る。また、「産後うつ」を広く知ってもらう機会
を作り、当事者の周りにいる方たちの支え合いの仕組みを作る。

【主な活動内容】

・当事者と経験者による座談会（隔月開催・集客数各回5人）
・愛着形成について学ぶアタッチメント講座　集客数10人
・就労支援についてのリーフレット作成

特定非営利活動法人 新現役の会ちくご
センター

タブレットを活用した高齢者の仲間作
りと、
孤立化防止および認知症予防事業

ほとめき実行委員会 ほとめきサロン

7月

8月

城島観光検討会
ガイド育成による観光資源を活かした
賑わいづくり事業

産前・産後うつプロジェクト
産前・産後うつ「みちかけプロジェク
ト」

8月

8月



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■かなえるニーズ部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

外部と接点を持ちづらい不登校児童および青少年、またその保護者や家族のために、オンラインツールを利用して
コミュニケーションの場を提供。それにより、自分らしく生きることや自己実現を目標に、向上心や生きがいを
持って毎日をいきいきと過ごしていけるような個人の意識改革、仲間づくり、居場所づくり、地域コミュニティの
構築を実現する。

【主な活動内容】

・当事者および保護者等とのオンライン交流会、講演会　毎月第1土曜日　集客数30人
・セラピストによるピアノの弾き語り（演奏、ストレス解消法のアドバイスなど）　年2回　集客数30人
・対面での交流会　年2回　集客数10人

【事業目的】

国民病と呼ばれるようになった糖尿病の重症化を予防し、健康寿命を延ばす。栄養士がいないクリニックや介護施
設等へ通院や通所している患者さんや家族を対象に、糖尿病への理解を深め、食の不安軽減のために講話や調理実
習を実施する。

【主な活動内容】

・糖尿病に関する講話（講師：糖尿病専門医、糖尿病療養指導士）
　テーマ①高齢者と糖尿病　②食事と血糖値　集客数各回20人
・モデル献立の展示、調理実習
・希望者には個別相談を実施

【事業目的】

青峰校区は住民の高齢化、老朽化した公営団地での高齢者の孤立化等の問題、また子どもの減少も進んでいる。そ
のような中、子どもから地域の方まで、幅広い年代の方々が参加して作り上げる竹灯ろう祭りは、貴重な地域行事
となっている。住民同士の交流の場を確保し、青峰の町に元気を取り戻す。

【主な活動内容】

・竹伐採～竹灯ろう作り
・ろうそく＆竹灯ろう作り…地域の方々が講師となり、青峰小・青峰校区の保育園の児童と制作
・竹灯ろう祭り(11月)　集客者400人

【事業目的】

がん患者及びその家族との闘病・社会生活・日常生活を支援するためのがんサロンを開催。
医療機関とも連携しながら、がんに関する情報の共有、闘病経験の交流による支え合いを目的とする。

【主な活動内容】

・記念講演会「がん罹患者への寄り添い方」　集客数100人（＊オンラインも検討）
・がんサロン（交流会）　11～3月の第２土曜日　集客数10人/回（＊オンラインも検討）
・夜カフェ（がん患者現役世代向けオンライン交流会）　10・12・2月の第３金曜日　集客数6人/回

一般社団法人ゆう悠 なかよしlab.

NPO法人栄養ケア・ちっご 糖尿病と食と生活

9月

9月

青峰竹灯ろう祭り保存会 竹灯ろう祭りを通じた多世代交流事業

がんサロンちっご　虹の会 がんサロン

9月

9月



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■かなえるニーズ部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

認知症本人やその家族等の居場所作りとして、住民主体型の認知症予防カフェを設置する。認知症に関する学習会
の機会、情報発信を行い、地域での認知症のよき理解者を増やし、人々の心身の健康づくりをサポートし、医療費
及び介護費削減と、地域の明るく元気で安心なまちづくりに資することを目的とする。

【主な活動内容】

・週1回の2時間程度、認知症予防カフェを開催
　認知症本人・その家族の支援
　進行予防・早期発見の実践を行い、認知症に関する情報発信を行う。
・家族や本人の相談会

【事業目的】

性情報があふれる中で、子どもたちが自分や他者を傷つけない行動を選択する力を身につけられるように、子ども
たちと一緒に考え、共に生きる大人であるために、大人が人権に根差したからだと性に関する知識を学ぶ。また、
性暴力被害が多発する中で、加害者の攻撃を自ら回避するための理論と具体的なスキルを身につ行けるための機会
を提供する。

【主な活動内容】

・ワークショップ「子どもに伝える体と性の話」
　身体のしくみや暴力防止の観点からの人権教育として性に関する理論、性的な知識・情報の
　伝え方を授業を通して解説。
・女性のための護身術
　おかしいと感じた時の自分の感覚を信じることの大切さと対処の仕方を学び、
　具体的な動き方を実践。

【事業目的】

仕事と子育ての両立について悩みや不安を抱えている、育休前後、育休中の方（男女を問わず）や妊娠・出産、子
育てなどで離職し再就職したい女性が多い。特にコロナ禍で子育て中の方々は、社会との関わりが希薄となり、地
域の中で孤立して相談する相手もなく大きなストレスを抱えている現状がある。そのような方々に、不安や悩みを
共有できる場・繋がりを持てる場を提供し、情報共有を行うことで、仕事と子育ての両立と女性の就労支援を行う
ことを目的とする。

【主な活動内容】

・オンライン映画上映会と感想シェア会
・育休後カフェ　2時間/3回実施
　①キャリアトランプを使いお互いを知る（ワークショップ）
　②「ペア休」を知る（講演・意見交換会）
　③ワーキングマザー&ファザー 夢を描いてみる（ワークショップ）

【事業目的】

現在、まちなかの地域資源である歴史的建築は活用されておらず、市民や観光客は久留米の市街地を回遊していな
い。そこで、『久留米市まちなか美術館』を開催し文化をコンテンツとして、アート展示やワークショップイベン
トを行う。市内外の方々にまちを回遊してもらうことで、久留米のまちの良さを再発見してもらうとともに、地域
に活気を取り戻すことを目的とする。

【主な活動内容】

・久留米まちなか美術館2021
　蛍川公園等でのアート展示、ワークショップ
・久留米の魅力を高めるシンポジウム

認知症予防・サポートくらぶ
認知症の予防や情報発信の拠点の認知
症カフェ

NO!SHくるめ
子どもに伝える体と性のはなし～自分
も相手も大切に～

10月

10月

Sora Project
仕事と子育ての両立支援と女性の就労
支援

けやきとアートの散歩路
アートのたねまきVol.10 めぐって繋が
るまちづくり『久留米まちなか美術
館』

11月

11月



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■かなえるニーズ部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

高良山は自然・歴史的環境に恵まれ、観光・学習・健康増進など、市内外から多くの方々が訪れる。その来訪者の
満足度を一層高めるため、さらには久留米の賑わいを高め、情報を発信していくことを目的とする。

【主な活動内容】

・説明板等設置
・オルレコースの案内

【事業目的】

地域の養育者の皆さんには、自分の子育てに役立つ為の具体的かつ適切な子育てを学ぶ機会が少ないという困りご
とがある。それを解決するために、一人でも多くの養育者の皆さんへの日々の子育てへの負担を軽減し喜びや希望
そして笑顔あふれる子育てへの支援をめざす。
そのために、昨年同様、子どもが基本的生活習慣を習得する際の効果的な関わりへのヒントを伝えることで、非効
果的(怒鳴る、叩く）な子育てを回避し、子ども達の健やかな育ちを促す子育てへのヒントを得る機会を提供す
る。

【主な活動内容】

・小冊子作成（子どもへの効果的な関わりへのヒントを伝えるもの）
・フォローアップ講座　集客数10人（ハイブリッド形式）
・個別フォローアップ講座　集客数10人（ハイブリッド形式）

【事業目的】

BS通り沿道地域の魅力ある街づくりを推進し、もって地域振興を図ることを目的とする。
また、久留米城址という本市の歴史資源を、観光スポットとして魅力向上を図ることにより、地域の活性化を推進
する。

【主な活動内容】

・BS通りさくらまつり音楽祭
趣旨：本市の玄関口であるJR久留米駅に近接した、歴史的観光資源が豊富な本地域をより多くの方々に周知し、
再認識していただくとともに、地域活性化の一助とすべく、昔から親しまれている桜や珍しい御衣黄桜（ギョイコ
ウザクラ）を背景に、本市の学生等による音楽を鑑賞してもらう祭り

高良山観光ボランティアガイドの会 高良山観光ボランティアガイド事業

特定非営利活動法人 前向き子育てふく
おか

前向きな子育て支援

12月

12月

BS通り街づくり推進協議会 BS通りさくら祭り音楽祭12月



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■学生・若者活動活性化事業枠

提案月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

大学生が地域に関わることで、地域を文化的に活性化させるだけでなく、大人と子供の架け橋となり、世代を越え
たコミュニケーションの場や子どもたちの居場所を作る。そして、その子ども達が地域に残り、持続可能な地域社
会を作ることを目的とする。

【主な活動内容】

・小学生や学童保育の子どもを対象にした居場所づくり支援活動
(草野、大善寺、大橋、津福、善道寺、小森野、浮島)
勉強を教えたり、レクリエーションを実施。

4月 パルキッズ久留米大学 パルキッズ久留米大学



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■協働のたねまき・チャレンジ枠

部門 団体名 事業名 内容

【事業目的】

地域・高齢者等が抱えている問題として、出歩かないで足腰が弱ったり、人と会わないことで認知症が進むこと
が考えられる。特に馴染みのある昔の楽曲を聞くことで古い記憶が呼び起こされるという回想法の考えに基づ
き、懐メロを唄うことで認知症を防ぎ、健康体操やレクレーションダンス、講話等を通し、高齢者の健康維持・
居場所づくり・孤立防止の場とする。

【主な活動内容】

①ウォーミングアップ：音楽を流し、映像を映して、童謡やみんなの歌等を全員で唄う。
②体操等：ラジオ体操やストレッチ健康体操、久留米小唄等の民謡舞踊やレクダンスを行う。
③講話：久留米市の歴史や時事問題の解説等を、楽しく分かりやすく短時間で実施する。
④懐メロの合唱：リクエストを受け付けておいた懐メロを、概ね時代順に唄う。
⑤社会活動：「高齢者の品格」をモットーとし、終わった後のゴミ拾い、片付け等を全員で実施。

【事業目的】

コロナ禍により他の学生や社会人との交流が難しく、自分の将来、現状が不安になり、就職活動している若者は
将来が描けず、働いている人も働きがいを見つけることができず悩んでいる。本事業を通した交流により互いに
刺激を受け、新たな気付きにもつながる場とする。

【主な活動内容】

2月～3月　カラバリューを活用したイベント
カラバリューカードという自己の価値観を発見するツールを使って自分自身と向き合い、これまで意識していな
かった価値観を発見する場を作る。就職活動中の若者は自分の価値観に合った企業を見つけて活動ができ、就職
している方は、自分の価値観（働きがい）を発見しキャリアアップにつなげることができる。

【事業目的】

近年の南薫校区は校区外からの転入者が増えているが、地域住民と新しい住民との関係が希薄している印象を受
ける。そこで、昔のような人と人との繋がりと賑わいを取り戻すため、①多世代交流の場の創設、②地域の活性
化を目指す。

【主な活動内容】

・「久留米城跡⇔五穀神社 自転車ポタリング…久留米城跡からゆかりある五穀神社まで、古地図でガイドしなが
らのんびり自転車で移動するワークショップ。
・大人と子供の昔遊び…めんこやこま回しや紙ヒコーキ等、昭和中期に行われていた遊びを、今の子供たちに伝
授する。
・まちぐるみ清掃活動…近隣住民に参加を募り、大掛かりな清掃活動を行う。

かなえるニーズ部門 令和に皆で懐メロを唄う会
健康維持増進のための合唱・体操・講
座等開催事業

かなえるニーズ部門
久留米学生イノベーションネットワー
ク「LiNK」

カラバリューカードを使った学生及び
社会人の交流イベント

かなえるニーズ部門 ほかまちミライラボ 通外町エリアを活用した地域おこし



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■地域まちづくり活動活性化部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

地域住民の健康維持、増進のため、高齢者を対象にした認知症予防等の講演会や健康フェスティバルでの健康講
座、また中高年層の健康維持のためのコアリズム体操をおこなっていく。

【主な活動内容】

・コアリズム体操（毎週火曜日）
・健康講演会「成人病・認知症予防等について」（10月頃）
・健康フェスティバル（3月頃）

【事業目的】

小学校閉校後の地域の活力維持と下田校区の来訪者増加を目的として、小学校跡地を活用した集客イベントを実施
する。

【主な活動内容】

・展示物・ステージづくり等ワークショップ
・小学校閉校イベント（4月11日）
・記念DVD制作・配布（4月～）

【事業目的】

青峰校区は、高齢化や少子化が進んでいるが、多世代のつながりや世代間の交流が希薄化しているため、アイパッ
ド講習を通じて、世代を超えた多世代交流を図る。

【主な活動内容】

・iPad講習（第1・第3日曜日）

【事業目的】

新町自治会に住んでいる方々が“新町に住んで良かった！”と思うことができ、災害時には「重傷者」ゼロを目指
すためには、自治会住民の絆づくりや予防啓発が重要である。そのために、多くの住民が参加でき、様々なつなが
りが出来るよう、町内住民からの希望に副った各種事業活動を推進する。

【主な活動内容】

・集いの会
ニコニコステップ＆スロージョギング、ラジオ体操、ペタンクなど様々な活動を実施し、住民同士のつながりづく
りを実施

【事業目的】

南北地域間の交流と、希薄になりがちな世代間の交流を目的に、年間を通じて多世代間交流事業を実施する。

【主な活動内容】

・ふれあいサロン筒井茶話会（年間）
・元気しちょる会（6月）
　世代間交流事業として、ペタンクゲームやからだ元気体操を行う。
・筒井ボランティアの会の活動（清掃活動、花苗、剪定など）
・防災講演会（8月）
・ふれあい交流会（10月）　　など

4月 青峰校区まちづくり振興会 ipad講習を通じた多世代交流事業

4月 善導寺校区新町自治会

「こども、高齢者、ハンディキャップ
のある方、介護家族」等への安全・安
心を手助けする予防啓発・絆つくり事
業

4月 下田校区まちづくり振興会
健康講座や健康体操等による地域住民
の健康づくり活動

4月 下田校区まちづくり振興会 下田小学校跡地活用事業

4月 筒井区自治会
子どもからお年寄りまで、多世代間交
流事業



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■地域まちづくり活動活性化部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

自治区内にある戦争遺跡の「円形野外講堂」「遥拝台」を将来に語り継ぐために保存した方が良いと考え、子ども
のため、地域のために戦跡を明るいイメージに改善する取組みをしていく。

【主な活動内容】

・学習会、音楽会（4月11日）
・お茶の木の植樹
・学習会、戦跡巡り（6月）

【事業目的】

災害復興時における援助を必要とする人を、できるだけ早く通常の生活に戻れるよう支援するため、災害時の具体
的な支援方法について学ぶ学習会を開催する。

【主な活動内容】

・災害時の具体的な支援方法を学ぶ学習会（6月）
　支援活動時の装備、活動の種類、心構えについて
・防災活動についての講習会

【事業目的】

地域の中高年が活躍し、高齢者の見守りや環境維持活動、小学生登下校の見守りを通して、地域の活性化と住民同
士のつながりを強化していく。

【主な活動内容】

・高齢者の見守り訪問（週に1回）
・環境整備（月に1回）
　通学路の樹木剪定や草刈り、花壇の植栽など
・小学生登下校の見守り（毎日）

【事業目的】

校区（自治会）住民の自発的な防災活動への意識向上を図る

【主な活動内容】

・避難訓練及び防災講座・図上訓練
　自治会ごとに避難訓練や防災講座、図上訓練などを実施。

【事業目的】

地域のつながりの希薄化、杉谷地区の高齢化に伴い、後継ぎ減少という課題がある。そこで久留米藩士であり、明
治時代には杉谷地区の子どもたちのため教育に身を捧げた戸田友次郎先生（戸田祭り）を永代活性化させるために
戸田フラワー園を完成させ、久留米市にふさわしい“水と三度英の人間都市久留米”の観光名所にしたい。
そのため、杉谷地区との連携のもと、同地区にある戸田友次郎先生由来の水田を花園、花畑として再生させ、多世
代が交流し、地域の歴史も継承できるような事業を通して、地域の向上と活性化を図る。

【主な活動内容】

・フラワー園草刈り・整備や管理
・フラワー園パトルール
・あじさい園開園
・生涯学習（しいたけ栽培作り体験）

4月 三潴校区自主防災会 自主防災研修・訓練事業

4月 高良内校区まちづくり振興会
地域資源再生による高良内・杉谷多世
代交流促進事業

4月 六町原区会 災害復興時における早期回復活動

4月 塚崎自治会 塚崎生活支援事業

4月 池の谷自治会 戦跡を明るいイメージに改善する事業



令和３年度　市民活動・絆づくり推進事業費補助金採択事業一覧

■地域まちづくり活動活性化部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

市政運営の基本的視点の１つである「みんなが安全に安心して暮らせるまちづくり」を実践的に学ぶ場を多面的に
提供し、校区民の自治意識（自分の住んでいる地域を大切にする心）の一層の理解と発揚を目的とする。

【主な活動内容】

・防災カフェ通信の発行（6月～3月・毎月1回・全戸配布）
・公民館ｄｅ防災カフェ（7月・12月、校区内全自治会）　参加者延べ200人
・認知症、介護予防講座（年8回）　集客者延べ200人
・セーフコミュニティ研修会（11月以降）　集客者延べ100人　・・・リモート開催も検討
・自殺予防講演会（3月）　集客者50人　・・・リモート開催も検討

【事業目的】

地域の人が地域を知り、地域に親しみ、地域愛の醸成を図るため江上の魅力の再発見を行う。それに続き、江上の
魅力の情報発信を行い、人口減少の歯止め・移住者の増・イベント時の交流人口を増やすことにより、地域活性化
を図り、安心して暮らせる安全な地域づくりを目指す。

【主な活動内容】

・広報紙カラー版の作成・展示（随時）
・まち連HPの活用（随時）
・魅力発信チラシ発行　1回
・『和傘の歴史』情報収集、資料作成・保存　集客数100人
・防災研修会　集客数100人
・地域支え合い事業（多世代交流事業、新春のつどい等）

【事業目的】

自治区内各団体の活動をサポート及びコーディネートしながら、共助・協働意識を醸成し、特に世帯の1/3を占め
る転入世帯も含めたまちづくり活動の活性化と共に、自治会加入促進を図る。

【主な活動内容】

・環境美化サポート（年4回）
　水路及び法面の清掃作業を担っていた者が高齢化し、継続が困難な状況になりつつある。住民のボランティアで
継続していくため、作業機器を整備する。
・環境美化活動のための機材の使い方講習会（年2回）
　転入世帯向けに、機材の使い方講習会も実施しながら活動への参加促進を図る。
・安全安心（週1回）、高齢者見守りサポート（月1回）
　既存団体の活動をサポートし、それぞれの活動の充実を図る。
・情報発信、課題解決検討（不定期）
　地区情報の受発信のための機関紙を発行し、日常的な情報の共有化と共に課題解決への問題提起、新会員の加入
促進につなげる。

7月 草場自治会
C・PLAT-KUSABA（コミュニケーショ
ン・プラットフォームin草場）

6月 青木校区まちづくり振興会
青木校区セーフコミュニティ推進事業
（みんなでつくる安全安心な青木校
区）

7月 江上校区まちづくり委員会 江上の魅力情報発信事業
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■地域まちづくり活動活性化部門

採択月 団体名 事業名 内容

【事業目的】

空き地を活用し、住民が集まりコミュニケーションを図れる場づくりを行う。
また、高齢者の社会参加や子どもの居場所づくりなど多世代での交流にも取り組む。

【主な活動内容】

・広場の草刈り・花植え・手入れ
・UKIUKI広場の看板づくりワークショップ
・無人販売商品棚づくりワークショップ
・UKIUKI広場ベンチづくりワークショップ
・UKIUKIフリーマーケット

【事業目的】

校区の魅力をＳＮＳ等で発信し、新たな観光スポットとして他地域から人を呼び込み賑わいづくりを行い校区の活
性化を図る。また、地域住民で事業を実施することにより校区内の多世代交流にもつなげ、校区の一体感を醸成し
ていく。

【主な活動内容】

・桜まつり提灯取り付け/点灯式
・鷲塚公園周辺をドローン撮影し、観光コンベンションHPへの掲載や校区のインスタへ投稿

12月 荒木校区まちづくり振興会 荒木町元気づくり事業

8月 浮島地区自治会 UKIUKI広場賑わいづくり


